
一財）大阪市文化財協会の整理について

【事業継承関係】

令和７年度以降（市文協整理後）

発
掘

民間発注
公共発注

(調査期間)

１週間以上:大阪府文化財センター
１週間未満:大阪市教育委員会事務局文化財保護課（調査の一部は民間事業者を活用）

   ※府文化財センターが受託可能となるよう調整を行うとともに、府文化財センターの業務が集中している等の場合は

市文化財保護課が民間事業者を活用して行う。

保存 民間委託

難波宮発掘調査 原則、大阪市教育委員会文化財保護課（実施時に大阪府等と協議）

【職員処遇関係】

【整理時期】

従事業務別 受入団体（予定） （参考）令和7.4時点職員数

発掘調査業務従事職員 （公財）大阪府文化財センター
正規２名・再雇用２名

計４名

保存科学業務従事職員 （地独）大阪市博物館機構 正規1名

関係部署と覚書等を締結し、職員の処遇等含め、整理内容の確認を行う（令和５年２月予定）

◎関係部署整理状況（令和4.12現在）

※給与については受入団体の給与水準とすることで調整中。
なお、定年（65歳）までの文化財協会との差額については、文化財協会の残余財産を原資とし、支給方法については現在調整中。

【協会の残余財産】

職員の受入団体等への寄附を想定（譲渡する財産の仕分けと譲渡先を調整中）

令和６年度末の解散を想定

※関係部署：大阪府教育庁文化財保護課・（公財）大阪府文化財センター・（一財）大阪市文化財協会
（地独）大阪市博物館機構・大阪市教育委員会事務局文化財保護課・大阪市経済戦略局

令和５.２.３ 市長レク資料

経済戦略局文化部博物館支援担当
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